
資料４ 

「市民参加啓発冊子(仮称)」の概要 

 

１ 体裁 

  A４，２色刷り（表紙，裏表紙はカラー），６６ページ  

⇒ 冊子を紹介するチラシの作成・配布を検討中 

 

２ 発行部数・配布先 

  ３，０００部 

（各区役所・支所，図書館などの市施設での配架，アンケートや取材に御協力い

ただいた地域自治組織の代表者，円卓会議等の参加者など） 

 

３ 冊子の特徴 

○「地域活動等に関するアンケート」等で得た数値データを具体的に示すことで，

地域活動の現状と課題をわかりやすく説明している。 

○キャラクター（家族）の会話を通じながら冊子の内容を紹介することで，読みや

すく，親しみやすい内容としている。 

○地域自治組織代表者へのインタビューなどを通じて得られた活動事例（１７箇

所）を豊富に紹介することで，具体的な活動イメージが湧く内容としている。 

 

４ 冊子の骨子 

はじめに～市民参加推進フォーラムからのごあいさつ～ 
 

その１ 市民活動の第一歩としての“地域活動” 
 

その２ 京都に息づく市民のちから～地域リーダーの皆さんにお聞きしました～ 

１ キーワードは「安心で安全に暮らせるまち」 

２ 元気に活動！～地域リーダーの皆さんの活動に対する意識～ 

３ 地域リーダーさんから見た地域活動のこれから 
 

その３ 地域活動についてどう思いますか？～市民の皆さんの地域活動に対する意識～ 

１ なぜ活動に参加しない（できない）のか？ 

２ 活動に意欲的な方は多い 
 

その４ 始めよう地域参加！進めよう地域活動！ 

   １ 地域で中心となって活動している方たちへのメッセージ 

～地域参加の輪を更に広げるために～ 

２ 地域とのつながりを求めている方たちへのメッセージ 

～地域参加の第一歩を踏み出すために～ 

   ３ さらに進める第一歩～京都市内で行われている地域活動事例集～ 

   ４ 地域活動が生み出す最大の“メリット”とは？ 
   

  おわりに～豊かで喜びあふれる地域社会を実現するために～ 
   

 [資料編]～市民参加推進レポート～ 

○自主的なまちづくり活動を支援する取組 

○市政への参加を進める取組 



 ５ 事例の取材先とその内容 

   [学区地域自治組織] 

上賀茂学区（北区）【自分たちの地域にあるものでまちづくりを】 

    成逸学区（上京区）【交渉の第一歩～「せいいつ方式」～】 

    銅駝学区（中京区）【マンション住民との交流は最低５年はかかる】 

    六原学区（東山区）【取組を通じて結束を】 

  勧修学区（山科区）【自分たちのできることをできる範囲で】 

有隣学区（下京区）【マンション住民と一緒に地域の交流を強める】 

吉祥院学区（南区）【あいさつは心と心のコミュニケーション】   

    広沢学区（右京区）【できることをできるところが】 

    桂川学区（西京区）【子どもたちとの交流で安心して暮らせるまちに】 

  新林学区（ 〃 ）【団塊の世代の地域参加】 

  淀南学区（伏見区）【学区行事を通じて連帯感の醸成】 

  日野学区（ 〃 ）【新興住宅地における町内会加入】 

[その他，活動団体など] 

紫竹ローマンクラブ（北区）【団塊の世代の参加】 

北部まちづくり委員会（左京区）【学区の連携で課題解決】 

朱雀まちづくり委員会（中京区）【地域組織の連携，人材育成】     

NPO 法人「音の風」（東山区）【地域の応援が広がりの秘訣】 

NPO 法人京都・深草ふれあい隊竹と緑（伏見区）【竹を使ってつながりを深める】 


